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　ＰＩＣ（ポリマーズ・イン・コンクリート）の研究開発は、時代の流れとともにグロー
バルな動きのなかで進められてきた。ポリマー改質セメントモルタルや樹脂モルタ
ル、ポリマー含浸コンクリートにはじまり、近年ではジオポリマーや自己治癒コン
クリートなど新材料・新工法が開発されてきている。特に建設分野では多様化する
ニーズに応えるべく、新材料の開發も期待されている。
　時代が求めるＰＩＣとは何か。本特集では、昨年１１月号に続き、ＰＩＣをテーマに取り
上げ、これまでの国際コンクリートポリマー複合体会議の活動と国内における研究
開発について紹介し、今後の展望を探る。　　　　　　　　　　　　　　　（編集部）
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